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８
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第
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２
８
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み
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た
！

６
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日
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・
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６
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会
審
議
内
容 
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・
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会
が
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の
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・
・
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一
般
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・
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委
員
会
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・
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町
民
イ
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タ
ビ
ュ
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・
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高
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生
の
声 

・
・
・
16

編集／広報広聴常任委員会　委員長 佐々木政義

一般質問

佐々木誠議員　

「酪農振興方策は？」ほか１件

多々良勝議員

「ふれあいセンターの建替えを！」ほか１件

町長に聞く！P10～

今月の表紙

豊富小学校運動会　2019 年 6 月 2 日

「力を合わせてゴールを目指す！」
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新新
し
い
議
会
へ

　

こ
の
度
、
議
長
に
選
出
さ
れ
た
こ

と
に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
議
会
が
何
を
し

て
い
る
か
を
見
え
る
よ
う
に
開
か
れ

た
議
会
改
革
に
向
け
、
町
民
の
意
見

が
町
政
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
議
員

各
位
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
多
く

の
皆
様
と
懇
談
し
、
様
々
な
意
見
を

聞
く
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
議
会
が
変
わ
っ
た

と
言
わ
れ
る
よ
う
議
会
一
同
が
一
丸

と
な
っ
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
町
民
の

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

議　長

千 葉　  久

　

本
町
は
「
酪
農
と
観
光
」
を
基
幹

産
業
と
し
て
先
人
達
が
築
き
上
げ
て

発
展
し
て
き
た
町
で
す
。
最
近
で
は
、

さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
天
然
ガ
ス
・

風
力
発
電
備
蓄
基
地
等
）
に
注
目
、

期
待
さ
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
元
号
と
同
時
期
に
行
政
・
議
会

も
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
今
日
、
議

会
は
二
元
代
表
制
の
下
、
行
政
と
共

に
地
方
財
政
が
厳
し
い
中
、
実
効
果

の
あ
る
審
議
に
鋭
意
取
り
組
み
、
議

長
を
補
佐
し
、
信
頼
と
良
識
あ
る
議

会
活
動
に
努
め
、
町
の
活
性
化
実
現

に
向
け
、
町
民
の
負
託
に
応
え
て
ま

い
り
ま
す
。

副議長

大　島　憲　昭

　

町
議
会
選
挙
は
４
月
21
日
に
投
開
票
さ
れ
、
新
し
く

10
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
８
日
に
臨
時

会
を
開
き
、
議
長
副
議
長
を
選
挙
で
選
出
し
た
ほ
か
、

常
任
委
員
や
監
査
委
員
な
ど
の
職
を
決
定
し
ま
し
た
。
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町
の
予
算
・
決
算
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
す
る
努
力
を
し
、

審
議
内
容
が
町
民
に
「
見
え
る

議
会
」
を
目
指
し
ま
す
。
皆
様

の
要
望
を
行
政
に
届
け
、
実
現

さ
せ
る

“

町
議
会
へ
の
声”

を

投
函
す
る
目
安
箱
が
役
場
に
あ

り
ま
す
。
投
稿
を
頂
け
れ
ば
議

会
で
審
議
し
「
よ
り
良
い
豊
富

町
」
を
共
に
創
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

住
民
の
声
、
長
期
的
視
点
、

バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
重
視
し
て
議

員
活
動
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
年
目
は
、
議
会
の
シ
ス
テ

ム
を
吸
収
す
る
期
間
と
考
え
て

い
ま
す
。

総務産 業常任 委員長

鎌倉　和雄水戸部　正博

　

豊
富
町
の
10
年
・
20
年
後
を

考
え
、
農
業
を
守
り
、
商
業
と

連
携
し
た
町
づ
く
り
、
子
育
て

環
境
の
整
備
、
高
齢
化
に
対
応

し
た
福
祉
施
設
や
人
口
減
少
社

会
へ
の
的
確
な
対
応
が
重
要
な

課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
自

己
研
磨
を
重
ね
貴
重
な
一
票
の

重
み
を
忘
れ
ず
、
議
員
活
動
に

全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
み
ん
な
の
声
を
町
政
に
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
意
見

収
集
を
行
い
、
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
を
求
め
て
、
町
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
い
た

し
ま
す
。

予算決 算常任 委員長

小笠原　照美竹中　隆浩

　

定
例
議
会
に
お
い
て
、
新
た

に
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
が
配

置
さ
れ
、
委
員
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
。
町
民
と
議
会
を
結

ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
多
く
の

町
民
の
意
見
を
聞
き
、
少
し
で

も
反
映
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く

の
町
民
に
読
ま
れ
、
親
し
ま
れ

る
広
報
誌
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む

中
、
子
ど
も
も
お
年
寄
り
も
「
夢

を
抱
き
」
「
生
き
が
い
」
「
働
き

が
い
」
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ふ
る
さ
と
を
創
る
の
が

願
い
で
す
。
町
民
の
声
を
行
政

に
反
映
さ
せ
議
会
活
動
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

広報 広 聴常任 委員長

佐々木　政義前田　孝一

　

議
会
運
営
委
員
長
と
し
て
、

議
員
各
位
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

町
民
の
皆
様
の
思
い
・
考
え
を

議
会
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
８
期
目
も
頑
張
り
ま
す
。

①
基
幹
産
業
の
酪
農
発
展
の
た

め
努
力
し
ま
す
。

②
町
民
の
皆
様
の
健
康
と
暮
ら

し
を
支
え
る
医
療
・
福
祉
の
充

実
の
た
め
努
力
し
ま
す
。

以
上
の
目
標
達
成
の
た
め
町
民

の
皆
様
の
声
を
町
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
意
見
を
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

議 会 運 営 委 員 長

多 々 良　勝佐 々 木　誠
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Pick Up!Pick Up!

商工業活性化事業

補助金 引き上げ

こんなことが決まりました！ 6月定例議会

　

６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
17
日
の
１
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
２
人
の
議
員
が
、
農
業
振
興
・
旧
ニ
ュ
ー

ホ
テ
ル
サ
ロ
ベ
ツ
の
契
約
な
ど
４
項
目
に
つ
い
て
町
の
考
え

を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
報
告
や
条
例
案
件
・
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
審

議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
７
月
１
日
か
ら

豊
富
町
商
工
業
活
性
化
事
業

補
助
金
を
さ
ら
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
額
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
業
活
性
化
事
業
条
例

と
は
、
町
内
で
商
工
業
を
営

む
方
や
、
新
た
に
営
も
う
と

す
る
方
に
対
し
、
必
要
な
支

援
を
す
る
こ
と
に
よ
り
町
内

の
商
工
業
経
済
の
活
性
化
と

新
規
参
入
者
の
定
着
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
補
助

上
限
額
が
変
更
と
な
り
、
店

舗
等
の
新
築
で
は
４
０
０
万

円
か
ら
１
０
０
０
万
円
へ
の

増
額
。
店
舗
等
の
増
改
築
等

は
、
２
０
０
万
円
か
ら
４
０

０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。

豊
富
町
商
工
業
活
性
化
事

業
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

項目 補助対象 補助率
補助
下限額

補助
上限額

申請回数 補助要件 補助対象制限

①豊富町商工会員
②商工業者として取扱う業種

③町税・公共料金を完納してい
る方

40/100
以内

100万円 1000万円 申請業種1回

営業上必要とな
る場合

事業の用に供する施
設、設備、備品等す

べて対象
10万円 400万円 補助上限まで

店 舗等の
増 改築・
改 修・備
品購入

店 舗等の
新築

新　築

　

「
ウ
カ
ス
イ
モ
シ
リ
」
さ
ん
は
、
商
工

業
活
性
化
事
業
を
使
い
、
温
泉
街
に
宿
泊

施
設
を
新
設
。
平
成
31
年
４
月
か
ら
オ
ー

プ
ン
を
し
て
い
ま
す
。

ウ
カ
ス
イ
モ
シ
リ
の
誕
生
、
豊
富
町
へ
の

想
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
悪
化
で
、
会
社

を
休
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
た

際
、
豊
富
温
泉
を
知
り
ま
し
た
。
札
幌
か
ら
湯

治
の
た
め
に
移
住
を
し
、
今
で
は
普
通
に
仕
事

で
き
る
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

　

湯
治
生
活
の
中
で

“

自
分
が
豊
富
町
で
出
来

る
こ
と
は
な
い
か” 

と
考
え
、
宿
泊
施
設
が
少

な
い
こ
と
に
目
を
向
け
ま
し
た
。
湯
治
に
来
ら

れ
る
方
は
経
済
的
に
苦
し
い
方
も
多
く
、
長
期

宿
泊
は
負
担
が
大
き
い
で
す
。
そ
こ
で
、
長
期

の
場
合
は
３
０
０
０
円
程
度
で
泊
ま
れ
る
よ
う

に
し
、
少
し
で
も
湯
治
の
方
の
手
助
け
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

モ
シ
リ
と
い
う

の
が
、
大
地
、
島
。

ウ
カ
ス
イ
と
い
う

の
が
助
け
合
い
で

す
。
宿
泊
施
設
も

広
大
な
大
自
然
の

中
で
色
々
な
人
が

助
け
合
っ
て
進
ん

で
い
け
た
ら
な
と

い
う
想
い
が
あ
り

ま
す
。
」
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商
工
業
活
性
化
事
業
補
助

金
を
使
っ
て
み
て
い
か
が

で
す
か
？

　

「
外
か
ら
来
た
新
規
で

も
、
補
助
を
受
け
ら
れ
た

の
は
本
当
に
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
湯
治
中
に
宿
泊
し

て
い
た
施
設
の
オ
ー
ナ
ー

に
補
助
制
度
を
紹
介
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
サ
ポ
ー
ト
面

も
丁
寧
に
対
応
し
て
く
だ

さ
り
、
補
助
金
の
手
続
き

は
初
め
て
で
大
変
で
し
た

が
、
円
滑
に
使
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ウ
ェ
ブ
関
係
の
設
備
投
資

も
考
え
て
い
て
、
補
助
金

が
使
え
れ
ば
ま
た
活
用
し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す
。
」

（
聞
き
手　

佐
々
木
政
義
）

　

「
花
の
ふ
じ
た
」
さ
ん
は
、
商
工
業
活

性
化
事
業
を
使
っ
て
店
舗
全
面
改
装
を
し

ま
し
た
。
遊
び
心
の
あ
る
内
装
と
な
っ
て

お
り
、
花
の
ほ
か
に
も
雑
貨
等
も
揃
え
て

い
る
お
洒
落
な
お
店
で
す
。

商
工
業
活
性
化
事
業
補
助
金
を
使
っ
て
み

て
い
か
が
で
す
か
？

　

「
商
工
会
が
動
い
て
く
れ
る
の
で
、
ス

ム
ー
ズ
に
補
助
金
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
書
類
上
も
簡
単
で
、
手
間
が
あ
ま

り
な
か
っ
た
の
で
、
利
用
し
た
い
方
が
い

れ
ば
是
非
！
」

（
聞
き
手　

竹
中
隆
浩
）

ウカスイモシリ

花
の
ふ
じ
た

豊富町字温泉【宿泊施設】

豊
富
町
豊
富
大
通
７
丁
目

【
生
花
・
造
花
店
】

湯治プラン　日額 ¥3,450～（15連泊以上）

湯治の方が快適に過ごすことができる宿泊施設
を目指しており、湯治だけでなくビジネスや観光
にも利用ができます。

☟

ド
ア　

受
付
フ
リ
ー
で
鍵
も

不
要
。
宿
泊
前
に
メ
ー
ル
で
送

ら
れ
る
暗
証
番
号
を
押
下
す
れ

ば
入
室
が
で
き
ま
す
。

☝モシリホール　宿泊だけでなく、人が集まれるような
多目的スペースもあります。一般の方でも貸出しており、
ライブやカフェも可能。ダーツを楽しめたり、近日中に
バーもオープンする予定です。

改　築

事業者の声、聴かせてください！
改築された花のふじたさんと、新築されたウカスイモシリさんに

お話しを伺いました！
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Pick Up!Pick Up! こんなことが決まりました！ 6月定例議会

報
酬
審
議
会
　
答
申
内
容

議会議員の報酬アップ
更なる議会活動へ 議会議員の報酬及び費用弁償等に

関する条例の一部を改正する条例

豊
富
町
特
別
職
の
給
料

　

豊
富
町
長
お
よ
び
副
町

長
、
教
育
長
の
給
料
に
つ

い
て
は
、
平
成
17
年
４
月

よ
り
一
般
職
の
給
料
削
減

に
伴
い
減
額
し
、
そ
の
後

改
正
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一

般
職
の
給
料
額
が
復
元
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
宗
谷
管

内
各
町
村
の
状
況
等
を
参

考
に
、
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
左
表
の
と
お
り
改

正
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

豊
富
町
議
会
議
員
の
報
酬

　

豊
富
町
議
会
議
員
の
報

酬
に
つ
い
て
は
、
平
成
３

年
６
月
の
改
正
を
行
っ
て

以
来
、
26
年
以
上
経
過
し

て
お
り
、
現
在
の
宗
谷
管

内
各
町
村
議
会
議
員
の
状

況
等
を
参
考
に
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
左
表
の
よ

う
に
改
正
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、

人
口
減
少
社
会
に
な
り
、

様
々
な
問
題
が
持
ち
上

が
っ
て
き
ま
す
。
国
や
道

の
施
策
に
身
を
委
ね
る
だ

け
で
は
な
く
、
独
自
に
吟

味
、
判
断
を
迫
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
報
酬
の

増
額
を
期
に
、
議
会
は
よ

り
一
層
、
機
能
を
強
化
、

充
実
し
て
い
く
所
存
で
す

の
で
、
ご
理
解
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

議
員
報
酬
は
、
管
内
の

町
村
議
員
と
比
較
す
る
と

最
も
低
く
、
自
己
負
担
も

増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
〝
管
内
町
村
議
会
議

員
報
酬
の
平
均
程
度
の
報

酬
へ
と
見
直
し
す
る
〞
旨

の
要
望
書
を
町
長
へ
提
出

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
に
よ
っ
て
答
申

が
さ
れ
、
議
員
報
酬
と
特

別
職
の
報
酬
の
引
き
上
げ

へ
と
至
り
ま
し
た
。

　

議
員
報
酬
は
７
月
１
日

よ
り
左
記
の
と
お
り
適
用

し
て
お
り
ま
す
。

区分 現報酬月額 改正差額前報酬月額

議長 250,000 円 30,000 円220,000 円

副議長 180,000 円 200,000 円

20,000 円委員長 170,000 円 190,000 円

議員 160,000 円 180,000 円

40,000 円

30,000 円

区分 現報酬月額 改正差額前報酬月額

町長 750,000 円 50,000 円700,000 円

副町長 570,000 円 610,000 円

教育長 540,000 円 570,000 円

議員報酬

特別職給料
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平
成
31
年
３
月
に
は
、
町
村
議

会
議
員
の
報
酬
等
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
の
最
終
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
「
報
酬
が
低
い
ほ
ど
議
員
の

担
い
手
不
足
が
深
刻
で
、
無
投
票

当
選
に
な
り
や
す
い
。
」
「
報
酬
の

増
額
で
議
会
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

り
、
行
財
政
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
」
等
、
報
告
書
は
民
主
主

義
に
お
い
て
、
議
会
の
衰
退
を
阻

止
す
べ
き
と
の
内
容
が
詳
細
な
ア

ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
と
共
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

これまでの議会

これからの議会
報酬の増額で議会力

アップへつなげる

→
町
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の
あ
り
方
最
終
報
告
の
冊
子

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｎ　

町
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の
あ
り
方

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｎ　

町
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の
あ
り
方

区分 議長

宗谷管内
町村平均

232,777 円

豊富町 220,000 円

全道平均 265,821 円

副議長

192,777 円

180,000 円

212,511 円

委員長

183,333 円

170,000 円

193,601 円

議員

173,444 円

160,000 円

189,556 円

平成30年7月1日現在　第64回町村議会実態調査

　表を見ると、全道平均よりも宗谷管内町村 議会議

員の平均が低く、さらに、その平均よりも豊富町議会

の報酬額は下回っています。平成27年の北海道各町

村議会報酬の順位では172町村中154位でした。

自己負担や責務が
増加している

管内の議員報酬
で一番低い

将来の議員の
なり手不足の懸念

議会改革への
取り組み

町民の意見を汲み取れる
仕組みづくり

積極的な
広聴活動へ



【
特
別
会
計
】

国
民
健
康
保
険
診
療
所
直
診
勘

定
特
別
会
計

・
管
理
係
経
常
経
費

３
６
２
９
万
５
０
０
０
円

・
医
師
住
宅
改
修
事
業

７
８
３
万
７
０
０
０
円
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項目

一般会計

国民健康保険事業特別会計

国民健康保険診療所直診勘定
特別会計

下水道事業特別会計

介護保険事業特別会計

ガス事業会計

補正額

3億77万9000 円 増

149万2000 円 増

5406万8000 円 増

50万 円 減

71万8000 円 増

54万6000 円 増

予算総額

53億3347万9000 円

6億429万1000 円

5億8182万6000 円

3億2139万8000 円

4億6427万4000 円

2282万7000 円

補

正

予

算

町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

予
算
繰
越
し
（
繰
越
明
許
費
）

豊
富
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

豊
富
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に

関
す
る
意
見
書

主
な
歳
出
・
支
出

【
一
般
会
計
】

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

　

事
業

１
億
７
５
６
７
万
円

・
東
４
条
仲
通
線
道
路
整
備
事
業

２
３
２
６
万
５
０
０
０
円

意

見

書

専

決

処

分

報

告

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
一
部
を

変
更
す
る
規
約

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る

規
約

工
事
請
負
契
約
の
締
結

豊
富
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

議

案

賛否の分かれた議案等一覧 〇：賛成 ×：反対 ※議長は採決に加わりません。

議案名

結

果

水

戸

部

正

博

竹

中

隆

浩

小

笠

原

照

美

佐

々

木

誠

佐

々

木

政

義

前

田

孝

一

多

々

良

勝

鎌

倉

和

雄

大

島

憲

昭

議会議員の報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部を改正する

条例について

可

決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

そ

の

他

の

議

案

審

議
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町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

予
算
・
計
画
案
は
、
総

務
産
業
常
任
委
員
会
・
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
慎
重
な
審
議

が
行
わ
れ
ま
す
。

「
豊
富
町
は
ど
う
な
っ
て
い
く
？

私
た
ち
の
税
金
は
ど
ん
な
コ
ト

に
使
わ
れ
る
の
？ 
」

　
委
員
会
で
は
、
そ
ん
な
疑
問

を
解
消
す
る
た
め
議
員
か
ら
町

の
執
行
部
へ
様
々
な
質
問
が
投

げ
か
け
ら
れ
ま
す
。

　
実
際
に
行
わ
れ
た
議
員
の
質

問
と
町
の
回
答
を
一
部
ご
紹
介

し
ま
す
。

議会が町のコトをチェック

　

蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
が
完
成

し
た
ら
、
維
持
や
管
理
等
の

作
業
員
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
将
来
的
に
稼
働
す
る

際
、
豊
富
町
と
し
て
何
か
準

備
的
な
対
応
は
考
え
て
い
ま

す
か
？

　

作
業
員
が
寝
泊
ま
り
す
る

場
所
を
置
き
た
い
と
の
情
報

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
早
急

に
単
身
者
用
の
住
宅
整
備
を

行
い
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
整
備
と
し
て
、

商
工
業
活
性
化
事
業
の
補
助

金
も
増
額
し
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
こ
う
い
う
部
分
で
事
業

と
し
て
お
使
い
い
た
だ
き
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
繋
げ

て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

風
力
発
電
事
業
計
画
・

送
電
線
網
整
備
計
画

事
業
者
へ
準
備
的
な

対
応
は
あ
る
の
か
？

早
急
に
住
宅
整
備
を

し
て
い
き
た
い

　

診
療
所
の
厨
房
で
勤
務
さ

れ
て
い
る
調
理
員
は
人
数
が

少
な
く
、
休
み
も
と
れ
な
い

と
の
話
を
聞
い
て
い
る
。
募

集
や
改
善
策
は
何
か
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

　

調
理
員
は
現
在
、
臨
時
職

員
２
名
と
パ
ー
ト
２
名
で
勤

務
し
て
い
ま
す
。
あ
と
も
う

１
名
臨
時
職
員
が
い
れ
ば
通

常
通
り
回
せ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
調
理
員
の
負
担
の

部
分
に
つ
い
て
は
現
場
と
協

議
し
、
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

診
療
所

調
理
員
の
労
働
環
境
の

改
善
は
？

現
場
と
協
議
し
な
が
ら

対
応
す
る

　

温
心
園
は
地
盤
沈
下
に

よ
っ
て
か
な
り
の
段
差
が
で

き
て
い
ま
す
。
入
園
者
が
つ

ま
ず
い
て
け
が
を
し
な
い
よ

う
に
、
大
規
模
改
修
の
前
に

対
策
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
。

　

先
月
現
場
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
か
な
り
浮
き
上
が
っ
て

き
て
い
る
状
況
で
す
。
面
積

も
大
き
く
修
繕
す
る
と
４
０

０
万
円
を
超
え
る
工
事
金
額

と
な
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
含

め
て
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
、

本
年
度
で
の
対
応
が
可
能
か

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

温
心
園

地
盤
沈
下
の
対
応
は
？

工
事
金
額
が
膨
大

の
た
め
検
討
を
す
る



役
場
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て
い
る
「
議

会
の
声
」
投
書
箱
や
メ
ー
ル
で
、

あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。
頂
い
た
ご
意
見
は
、
今
後

の
議
会
運
営
や
町
政
等
に
つ
な
が

り
ま
す
。
皆
様
の
意
見
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

あ
な
た
の
声
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

補
助
事
業
に
よ
る
施
設
・
設

備
の
導
入
や
、
補
助
要
件
等
の

緩
和
に
向
け
、Ｊ
Ａ
と
関
係
機
関

の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
国
に

対
し
強
く
要
請
し
ま
す
。
補
助

要
件
に
合
致
し
な
い
農
業
者
に

つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と
協
議

し
、
独
自
の
支
援
策
の
検
討
を

し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
者
の
環
境

整
備
と
し
て
、
農
業
担
い
手
育

成
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
離
農

予
定
の
農
場
へ
の
経
営
・
継
承

に
向
け
た
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、
就

農
に
至
る
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
長
は
こ
れ
か
ら
の
酪
農
は

〝
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
し
た
無
人
化
、

省
力
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

や
っ
て
行
け
な
く
な
る
、
担
い

手
不
足
対
策
と
し
て
酪
農
家
の

負
担
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
〞

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ

う
な
酪
農
振
興
方
策
を
考
え
て

い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
の
活
用
は
安
定
し
た
通

信
基
盤
が
不
可
欠
の
た
め
、
今

後
新
た
な
通
信
技
術
の
研
究
を

し
、
解
決
と
持
続
可
能
な
農
業

の
確
立
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

光
回
線
整
備
で
は
補
助
事
業

の
検
討
や
、
地
域
要
望
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
折
衝

を
進
め
ま
す
。
ま
た
無
線
回
線

と
し
て
、
高
速
か
つ
低
遅
延
化

で
、
多
数
端
末
と
の
接
続
が
可

能

な
〝
第
５

世

代

移

動

通

信

サ
ー
ビ
ス
〞 

が
、
２
０
２
０
年

よ
り
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

本
町
で
の
効
果
は
大
き
い
と
考

え
て
お
り
、
早
期
利
用
に
向
け
、

担
当
課
へ
指
示
を
し
て
お
り
ま

す
。　

　

本

町

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

と

し

て
、

大
規
模
草
地
育
成
牧
場
で
、
ド

ロ
ー
ン
を
使
っ
た
乳
牛
の
個
体

管
理
等
の
実
証
実
験
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
と
進
め
て
お
り
ま
す
。

実
証
実
験
で
得
ら
れ
た
成
果
が

町
内
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
進
め
る
上
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
重
要

に
な
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の

酪
農
地
域
で
は
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回
線

で
す
。
こ
れ
で
は
通
信
速
度
が

非
常
に
遅
く
、
酪
農
機
器
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
も
支
障
を
き
た

し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

通
信
問
題
の
対
処
は
？

　

こ
れ
ま
で
に
総
務
省
や
北
海

道
総
合
通
信
局
等
へ
解
消
に
向

け
た
確
認
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

現
時
点
で
中
継
地
点
の
増
設
等

の
予
定
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
、
町
内
全
体
を
対
象
と
し

た
電
波
受
信
状
況
の
調
査
や
、

他
自
治
体
等
を
参
考
に
、
関
係

機
関
と
協
議
を
行
い
、
解
消
に

向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
で
の
情
報
取
得
手
段
は
町

の
街
宣
車
の
み
で
、
ラ
ジ
オ
で

情
報
を
得
た
く
て
も
電
波
を
受

信
で
き
な
い
地
域
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
町
内
の
ラ

ジ
オ
受
信
調
査
を
す
る
等
、
受

信
改
善
方
法
を
検
討
し
、
今
後

の
災
害
に
備
え
、
町
民
の
不
安

を
解
消
す
る
よ
う
な
優
し
い
町

づ
く
り
が
大
切
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

問

答

ラジオ難視聴地域の解消を！　

調査し、解消に向けて検討する

問

答

酪農振興方策はどのようなものか

関係機関との連携や AI を取り入れた農業の確立を

していく
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問答

問答

問答

佐々木　誠　議員

↑上空を飛ぶドローン

g
ikaijim

u
kyo

ku
@

to
w

n
.to

yo

to
m

i.h
o

kkaid
o

.jp

役
場 

議
会
事
務
局



　

 

し
っ
か
り
と
今
ま
で
の

こ
と
を
一
度
精
査
し
、
早
期

解
決
に
向
け
て
、
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

随
分
時
間
が
経
っ
て
い

る
た
め
、
告
訴
や
裁
判
沙
汰

に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
て

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
早
め
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

 

老
朽
化
や
狭
隘
化
に
よ

り
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
皆
様
に
ご
不
便
を
お
掛
け

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
第
２
期
豊

富
町
温
泉
振
興
計
画
に
基
づ

き
、
今
後
は
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
概
念
を
基
本
に
、
町

民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
と

湯
治
に
来
ら
れ
る
方
々
が
利

用
し
や
す
い
施
設
整
備
を
目

指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
の
内
部
協
議
、
検
討

の
中
で
は
実
施
時
期
や
整
備

時
期
が
定
ま
っ
て
い
な
い
状

況
で
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な

施
設
整
備
が
最
適
で
あ
る
の

か
、
財
源
等
を
含
め
内
部
協

議
を
進
め
る
と
と
も
に
議
員

の
皆
様
方
の
ご
意
見
も
再
度

頂
き
な
が
ら
、
第
２
期
豊
富

町
温
泉
振
興
計
画
で
目
標
と

し
て
お
り
ま
す
令
和
５
年
度

ま
で
の
整
備
に
向
け
て
、
検

討
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は

健
康
増
進
施
設
と
し
て
厚
生

労
働
大
臣
認
定
を
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
現
状
は
手
狭
で

あ
り
、
建
替
え
が
必
要
と
思

い
ま
す
の
で
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

　

 

一
体
化
し
た
施
設
が
必

要
な
の
は
私
も
感
じ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
し
っ
か
り

と
し
た
財
源
確
保
が
で
き
て

い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
そ

れ
も
踏
ま
え
て
第
２
期
の
計

画
を
進
行
さ
せ
て
、
そ
の
中

で
財
源
の
こ
と
も
検
討
し
て

建
替
え
な
の
か
、
改
修
な
の

か
し
っ
か
り
と
し
た
答
え
を

出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

 　

今
般
出
た
計
画
で
は
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
関
す

る
予
算
が
一
切
つ
い
て
お
り

ま
せ
ん
が
町
長
の
お
考
え

は
？

問

答

ふれあいセンターの建替えを！

財源のことも検討して、建替えか改修か

しっかりと答えを出していきたい

 　

一
部
趣
旨
採
択
の
送
付

を
受
け
た
以
降
、
こ
れ
ま
で

解
決
の
方
策
を
見
出
す
た
め

に
、
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

進
展
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
今

後
ど
の
よ
う
な
解
決
策
が
あ

る
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

の
精
査
を
含
め
、
内
部
協
議

を
し
な
が
ら
議
会
に
も
ご
相

談
を
申
し
上
げ
、
解
決
の
道

を
探
る
努
力
を
行
な
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

 　

平
成
15
年
に
町
よ
り
松

永
氏
へ
営
業
譲
渡
後
、
営
業

を
辞
め
ら
れ
た
松
永
氏
よ
り

平
成
25
年
６
月
に
「
ホ
テ
ル

売
買
契
約
時
に
お
け
る
契
約

不
履
行
に
関
す
る
件
に
つ
い

て
」
の
陳
情
が
出
さ
れ
、
同

年
12
月
議
会
に
て
一
部
趣
旨

採
択
と
な
り
、
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
ど
の
よ

う
な
進
め
方
を
し
て
い
く
の

か
理
事
者
に
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

問

答

旧ニューホテルサロベツの契約の円満解決は？

今までの経緯の精査をして、早期解決に向けた努力をし

ていく

議会とよとみ　No.22811

問答

問答

問答

問答

多々良　勝　議員
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牡蠣養殖の成果検討会総務産業常任委員会 5/31

　漁業関係者と農林水産課職員、議員を含めて牡蠣養殖の成果検討会を行いました。検
討会では、試験状況の説明や視察、牡蠣の試食をしながら、漁業関係者との意見交換を
しました。

　新魚種導入試験委託業務は、平成 29 年より稚咲内漁港にて牡蠣の養殖を開始。稚貝
をロープやかごを吊り下げ養殖します。豊富町で育てられた牡蠣はやや小振りではあります
が、色ツヤが良く、身が締まっており旨味がしっかりと凝縮されていました。今後の水産業
に期待がされますね。

議会のほか、常任委員会の傍聴もできます！

「この政策は？」

「詳しいことが知りたい！」

興味のある方は、ぜひ議員会議室へお越しく
ださい。

傍聴を希望する際には役場 議会事務局へご連
絡をお願いします。また、ホームページにも傍
聴案内の更新をしておりますのでご覧くださ
い。

日付 行事 内容

5/8 議員協議会 ・初議会に関する協議

5/16 議会運営委員会 ・第２回定例町議会の招集

・第２回定例町議会議案審議

・第２回定例町議会の運営

6/6 総務産業常任委員会

・第２回定例町議会議案審議

・第２期豊富町温泉振興計画
・豊富町内における風力発電事業

計画(案)・送電線網計画(案)
・特別養護老人ホーム温心園大規
模修繕

・豊富町国保診療所

6/10 予算決算常任委員会

6/10 議会運営委員会

町政チェック　一緒にしませんか？町政チェック　一緒にしませんか？

委員会レポート
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委員会レポート

冷房の検討どうなった？広報広聴常任委員会 7/11

学校

平成 29 年 7 月 30 日に総務産業常任委員会で現地視察を行ない、各学校やデイサービス
センターへの冷房を検討する要望をしました。要望から１年が経過しますので、今一度広報
広聴常任委員２名で、教育委員会と保健推進課へ冷房の検討の経過を伺いました。

（聞き手　小笠原照美、竹中隆浩）

― その後はいかがでしょう？

　気温を統計したところ、前年度は外気
温 25℃以上が 17 日間しかなく、うち夏
休みが 13 日間程度で、学校に行ってい
る日は４日間と暑い日の登校が少ない実
態でした。また、北海道の普通教室で
空調設備があるのは去年９月時で１万７０
００室中、５７室のみであり、北海道と
豊富の現状を考えると設置には至ってお
りません。

― 中学校の英語教室はとても暑く、扇
風機を３台使用してる現状です。また、
今年の体育祭では何人も熱中症になって
おり、せめて保健室や暑い教室に空調設
備があればいいなと思います。 

　英語教室は湿度も高く９０％となってい
ました。換気口での温度調整や、教室
の実態も今後調べたいと思います。その
中で、今の設備でどの程度対応できるの
かも検討していきます。

― その後はいかがでしょう？

　湿度も含めて施設長に確認しました。暑いときには
窓を開け温度調節をしており、熱中症にならないよう
気を付けています。今までに暑くてたまらないとか、
具合が悪いという声はなく、冷房はなくても大丈夫そ
うでした。しかし、厨房の方が暑いようなので、空調
設備が必要とのことでした。

　施設も老朽化し、今年度は地下ピットの給排水管を
直す予定です。他にも壊れているところもあるので、
単独費で上手く回しながら工事をしていきたいです。
優先順位を確認した上で対応していきたいと思いま
す。

↑文部科学省の調査では、空調設備の設置で学力・集中力の向上
や、保健室利用の減少につなげられることが報告されています。

出典：「空調設置による教育環境向上の効果」（文部科学省）

（http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__ics-
Files/afieldfile/2018/07/10/1334433_001.pdf）

デイサービス
センター



議会とよとみ　No.228 14

  

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

に
な
り
ま
し
た
！

　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
は
、

６
月
17
日
よ
り
『
広
報
広
聴
常
任

委
員
会
』
と
な
り
ま
し
た
。
以
前

は
議
会
と
よ
と
み
の
作
成
の
み
で

し
た
が
、
今
回
か
ら
、
町
の
要
望

や
町
民
皆
様
の
声
を
聴
け
る
委
員

会
へ
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

　

広
報
に
つ
い
て
は
、
取
材
や
特

集
を
組
み
、
よ
り
充
実
し
た
議
会

と
よ
と
み
へ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

い
き
ま
す
。
広
聴
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
は
意
見
を
汲
み
取
れ
て
い

な
い
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
要
望
を

聴
い
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
声
を
掛
け
る

機
会
が
増
え
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

報じる

（広報）

聴く（広聴）

改善

現地視察

町へ要望

こんな制度
できました

不安なことが
あって…

これがあれば
いいのに！

町の事業
  教えます！

広報 町のコトを教えます！

議会とよとみでは、「町の気になること」を中心に

毎号で特集を組み、皆様にお知らせをいたしま

す。

広聴 要望、伺います！

今年は事業や層を絞って要望会を開催する予定

です。これが困っている、あれがあれば…。豊富

町について思っていることをお聴かせください。

要望会以外でもご意見はお伺いいたします。

委員長　　　佐々木政義

副委員長　　水戸部正博

委員　　　　竹中　隆浩

　　　　　　小笠原照美

　　　　　　佐々木　誠

広報広聴常任委員会
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―

豊
富
町
に
必
要
な
も
の
、
不
便

な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

川
崎
さ
ん　

筋
ト
レ
で
き
る
場
所

が
欲
し
い
で
す
。
趣
味
が
筋
ト
レ

で
幌
延
町
の
体
育
館
に
通
っ
て
い

ま
す
が
、
設
備
も
結
構
よ
く
て
羨

ま
し
い
で
す
。
こ
ん
な
の
が
あ
れ

ば
違
う
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

筋
ト
レ
は
介
護
予
防
に
絶
対
大

事
に
な
っ
て
く
る
し
、
設
備
が
あ

る
こ
と
で
筋
ト
レ
に
対
し
て
意
欲

的
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

設
備
が
出
来
れ
ば
、
友
達
や
家

族
同
士
で
誘
い
合
っ
た
り
し
て
筋

ト
レ
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

―

川
崎
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

―

豊
富
町
へ
移
住
を
し
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
な
ろ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
？

川
崎
さ
ん　

元
々
は
沖
縄
で
健
康

運
動
指
導
士
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

温
泉
が
好
き
だ
っ
た
た
め
、
豊
富

町
の
健
康
運
動
指
導
士
募
集
の
求

人
が
目
に
留
ま
り
、
応
募
し
て
み

ま
し
た
。
豊
富
町
に
温
泉
利
用
型

健
康
増
進
施
設
が
あ
る
の
は
指
導

士
の
資
格
勉
強
の
時
か
ら
知
っ
て

い
ま
し
た
よ
。

―

現
在
の
活
動
内
容
は
？

川
崎
さ
ん　

湯
治
で
医
療
費
控
除

を
申
請
す
る
方
に
、
運
動
指
導
を

し
て
い
ま
す
。
自
然
観
察
館
に
は
、

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
や
ル
ー
ム
ラ
ン

ナ
ー
等
が
あ
る
の
で
、
有
酸
素
運

動
し
た
い
方
は
個
人
で
来
て
頂
き
、

筋
ト
レ
指
導
も
し
て
い
ま
す
。

―
豊
富
町
の
魅
力
は
？

川
崎
さ
ん　

豊
富
温
泉
は
他
の
温

泉
地
と
違
っ
て
、
全
国
か
ら
人
が

集
ま
り
、
話
し
て
い
る
と
す
ご
く

刺
激
も
あ
り
ま
す
。
視
野
が
広
が
っ

た
り
、
意
見
が
聞
け
ま
す
。
全
国

か
ら
集
ま
る
場
所
は
魅
力
的
で
他

で
は
な
か
な
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

町民インタビュー

気になるあの人に聞いてみました！

４月１日からふれあいセンターで健康運動指

導士として勤務している川崎さんにお話しを

聞きました。（７月１１日）

聞き手　/　小笠原照美　竹中隆浩

川崎 龍太朗

かわさき りゅうたろう

さん

「地域おこし協力隊」として活躍



連載シリーズ連載シリーズ 高校生の声高校生の声

「今と未来の豊富」「今と未来の豊富」 豊富高校３年生

岳上　彩乃　さん

豊富高校３年生

岳上　彩乃　さん

　今の豊富は、私にとって居心地が良
く、過ごしやすい環境です。自然がき
れいで、温泉も豊富で、牛乳もおいしい、
素敵な町です。

　たしかに不便なことも少なくありませ
ん。ショッピングセンターやドラッグスト
ア、デパートなどの大きな店がないため、
買い物のために遠出しなければいけな
いこともあります。またＪＲやバスの便
が少なく、車がなければ違う町への移
動が難しいとも感じます。人口が減って
きているのも、このようなことが原因の
可能性があります。

　しかし、豊富だからこそ自慢できるものもたくさんあります。私は外の風景を撮影することが趣味
です。そのような趣味を持つ人間にとっては最高の自然がある町だと、私は思います。

　もしも、未来の豊富に大きな店が建てられ、人口が増えてくるのなら、それはとても喜ばしいこと
です。ただ、そういうものだけではなく、住んでいる人や、来てくれた人たちみんなに、豊富の、
豊富だけの自慢に、目を向けてもらいたいと思います。　

議会を傍聴してみませんか

おしらせ
次回定例会は、

です！

（９月中旬開催予定）

9月議員は議場でどんな発言をしているか、どんなまちづくりを

考えているのか、今後の町の方向性を直接聞くことができる

いい機会です。ぜひ、お越しください。
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